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国
勢
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

10
月
１
日
を
基
準
日
に
国
勢
調

査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
住
民

登
録
と
は
関
係
な
く
、
普
段
住
ん

で
い
る
場
所
で
調
査
を
行
い
ま

す
。９

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査

票
の
配
布
や
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
査
関
係
者
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容

な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
封
筒
に
入
れ
て

封
を
し
て
提
出
さ
れ
た
調
査
票

は
、
調
査
員
が
開
封
せ
ず
に
そ
の

ま
ま
市
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

e

統
計
係
1
内
線
２
１
６
７

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の

受
講
生
募
集

雑
木
林
や
竹
林
の
維
持
管
理
法

を
講
義
と
実
習
で
学
び
ま
す
。
対

象
は
全
回
参
加
し
、
せ
ん
定
や
伐

採
実
習
作
業
な
ど
が
行
え
る
方
。

▽
10
月
８
日
g
・
22
日
g
、
11
月

12
日
g
・
26
日
g
、
12
月
10
日

g
・
23
日
-
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分
、
農
業
公
園
ほ
か
で
（
全

６
回
）。
講
師
は
東
京
農
業
大
学

助
教
授
の
濱
野
周
泰
さ
ん
。

▼
９
月
16
日
f
ま
で
に
電
話
で
緑

と
公
園
課
1
内
線
２
８
３
３
へ
申

し
込
む
。
定
員
25
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）。

北
野
公
園
が
都
市
計
画
事
業

認
可
さ
れ
ま
し
た

三
鷹
都
市
計
画
公
園
第
２
・

２
・
24
号
北
野
公
園
（
北
野
３
丁

目
地
内
・
約
１
千
100
平
方
r
）が
、

８
月
１
日
付
け
で
都
市
計
画
事
業

認
可
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
者
は
三

鷹
市
、
事
業
期
間
は
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

関
係
図
書
の
縦
覧
は
緑
と
公
園

課
（
市
役
所
５
階
v
番
窓
口
）
1

内
線
２
８
３
３
へ
。

木
造
住
宅
構
造
調
査
士
を

募
集

市
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成

制
度
に
基
づ
く
調
査
士
を
募
集
し

ま
す
。

◆
業
務
内
容

市
内
木
造
住
宅

（
昭
和
56
年
の
新
耐
震
設
計
基
準

前
建
築
の
住
宅
）
の
目
視
調
査
お

よ
び
調
査
書
の
作
成

◆
申
込
資
格
（
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
）

①
市
内
に
在
住
ま

た
は
在
勤
の
方
、
②
１
級
・
２
級

の
建
築
士
ま
た
は
木
造
建
築
士
の

資
格
を
有
し
、
木
造
住
宅
の
建
築

に
関
し
て
実
務
経
験
の
あ
る
方
、

③
市
内
木
造
住
宅
の
実
地
調
査
が

可
能
な
方
、
④
市
の
実
施
す
る
木

造
住
宅
構
造
調
査
士
講
習
会
（
10

月
２
日
a
開
催
）
を
受
講
で
き
る

方
、
⑤
三
鷹
市
木
造
住
宅
構
造
調

査
会
に
登
録
さ
れ
る
方
。

▼
９
月
22
日
e
ま
で
に
、
申
込
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
ま
ち
づ
く

り
建
築
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
申

し
込
む
。
募
集
案
内
・
申
込
書
は

同
課
の
窓
口
で
配
布
（
三
鷹
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
ち
づ
く
り
建
築
課

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）。

e

ま
ち
づ
く
り
建
築
課
1
内
線

２
８
６
７

証
明
書
等
自
動
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
休
止
し
ま
す

新
型
機
械
導
入
の
た
め
、
自
動

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
次
の
期
間
休
止

し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
休
止
期
間
　
住
民
票
・
印
鑑
登

録
証
明
書
＝
９
月
20
日
c
〜
29
日

e
、
住
民
税
課
税
非
課
税
証
明

書
＝
９
月
20
日
c
〜
10
月
17
日

b
、
納
税
証
明
書
＝
９
月
20
日
c

〜
10
月
26
日
d

※
休
止
中
は
市
役
所
、
各
市
政

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
鷹
駅
前
市
政
窓
口
は
、
平
日

は
午
後
７
時
30
分
ま
で
、
土
曜
日

は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に

開
い
て
い
ま
す
。

e

市
民
課
1
内
線
２
３
２
４

外
国
人
登
録
事
務
の
電
算
化

を
進
め
て
い
ま
す

市
で
は
現
在
、
外
国
人
登
録
事

務
の
電
算
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
す
で
に
電
算
化
が
終
了
し

て
い
る
住
民
記
録
に
あ
わ
せ
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
迅
速
化

を
図
る
も
の
で
、
９
月
下
旬
の
稼

働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
個
人
情
報
の
保

護
に
最
大
限
の
配
慮
を
行
い
ま

す
。ご

意
見
・
ご
質
問
は
市
民
課
1

内
線
２
３
２
２
へ
。

都
営
住
宅（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）

の
入
居
者
を
募
集

（
地
元
割
当
）

◆
募
集
戸
数

市
内
に
あ
る
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合
住
宅
）

の
あ
き
家
　
単
身
者
向
２
戸
、
２

人
世
帯
向
１
戸

◆
入
居
資
格

①
申
込
者
は
65
歳

以
上
で
あ
り
、
市
内
に
継
続
し
て

３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
、

②
単
身
者
向
に
申
し
込
む
場
合
は

原
則
と
し
て
申
込
時
に
親
族
と
同

居
し
て
い
な
い
こ
と
、
③
２
人
世

帯
向
に
申
し
込
む
場
合
は
65
歳
以

上
の
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
、
④

所
得
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
、
⑤

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
（
自
家

所
有
者
は
原
則
と
し
て
申
し
込
め

ま
せ
ん
）。

◆
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布

９
月
５
日
b
〜
12
日
b
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）、
ま
ち
づ
く
り

建
築
課
・
各
市
政
窓
口
（
三
鷹
駅

前
市
政
窓
口
で
は
、
平
日
は
午
後

７
時
30
分
ま
で
、
10
日
g
は
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
配
布
）

▼
郵
送
で
９
月
14
日
d
ま
で
に
市

役
所
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
（
窓
口
で
の
直
接
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

く
わ
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

e

ま
ち
づ
く
り
建
築
課
1
内
線

２
８
６
７

三
鷹
市
牟
礼
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー（
貸
工
場
）入
居
者
募
集

1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
で
は
、
製

造
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
た
め
の

貸
工
場
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

◆
応
募
資
格

市
内
の
中
小
企
業

者
で
、
①
市
内
に
お
け
る
都
市
計

画
事
業
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
に
協

力
し
工
場
の
建
て
替
え
ま
た
は
立

ち
退
き
を
す
る
方
、
②
住
居
系
地

域
に
お
け
る
住
工
混
在
の
中
で
操

業
し
工
場
の
移
転
を
希
望
す
る

方
、
③
工
場
の
建
て
替
え
で
、
一

時
的
に
仮
工
場
を
必
要
と
す
る

方
、
④
研
究
開
発
型
企
業
へ
の
展

開
、
情
報
関
連
産
業
の
創
業
発
展

を
め
ざ
す
方
。

◆
募
集

三
鷹
市
牟
礼
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
（
区
画
２
Ｆ
―
Ｄ
）

（
牟
礼
六
丁
目
25
番
）、
１
室
67
・

２
平
方
r
（
天
井
高
さ
2.8
r
）

◆
家
賃
な
ど

月
額
14
万
４
千
400

円
（
消
費
税
・
管
理
費
込
み
）、

保
証
金
は
賃
料
の
３
カ
月
分

◆
入
居
開
始

10
月
１
日
（
入
居

審
査
に
合
格
、
契
約
締
結
後
）

▼
９
月
５
日
b
〜
15
日
e
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
、
使
用
申
込
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹

（
下
連
雀
３
―
38
―
４
）
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
1
ま
ち
づ
く
り
三

鷹
（
担
当
岡
本
）
1
40
―
９
６
６

９
へ
。ñ

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
の

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

「
ワ
ー
ド
初
級
」

▽
①
９
月
22
日
e

＝
ワ
ー
ド
の

基
本
・
文
字
入
力
練
習
、
②
23
日

-

＝
文
書
の
作
成
・
印
刷
、
③

29
日
e

＝
表
の
作
成
・
文
書
の

編
集
、
④
30
日
f

＝
ク
リ
ッ
プ

ア
ー
ト
・
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
の
使
い

方
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
、
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
１
で
。
受
講
料
は

各
日
４
千
500
円
、
テ
キ
ス
ト
は
４

回
共
通
で
２
千
円
。

▼
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
・
パ
ソ
コ
ン
経
験

を
伝
え
て
、
1

ま
ち
づ
く
り
三

鷹
1
40
―
９
６
６
９
・
5
40
―

９
７
５
０
へ
申
し
込
む
。

「
奥
多
摩
　
水
と
緑
の
ふ
れ

あ
い
館
」
の
イ
ベ
ン
ト

◆
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
公
演

都
認
定
の
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
「
ハ
ッ
ピ
ィ
吉
沢
」
さ
ん
に
よ

る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
コ
メ
デ
ィ
・

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
（
30
分
程
度
）。

▽
９
月
10
日
g
午
後
１
時
か
ら
と

２
時
30
分
か
ら
（
２
回
公
演
）、

同
館
で
。

◆
奥
多
摩
水
源
地
郷
土
芸
能
イ
ベ

ン
ト小

河
内
地
区
の
郷
土
芸
能
で
あ

る
鹿
島
踊
や
獅
子
舞
な
ど
を
上

演
。

▽
９
月
11
日
a
午
前
11
時
〜
午
後

２
時
30
分
、
同
館
で
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

く
わ
し
く
は
同
館
（
西
多
摩
郡

奥
多
摩
町
原
５
番
地
、
Ｊ
Ｒ
奥
多

摩
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分
「
奥
多
摩

湖
」
下
車
す
ぐ
）
1
０
４
２
８
―

86
―
２
７
３
１
へ
。

e

業
務
課
1
内
線
３
４
１
４

乙
種
防
火
管
理
者
資
格
講
習

三
鷹
消
防
署
で
は
、
防
火
管
理

者
と
し
て
必
要
な
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

▽
10
月
27
日
e

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
、市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
で
。

火
災
予
防
に
関
す
る
法
令
、
火
災

の
実
態
、
出
火
防
止
対
策
、
消
防

用
設
備
、
災
害
発
生
時
の
自
衛
消

防
活
動
な
ど
。
講
習
終
了
後
に
効

果
測
定
を
実
施
。
教
材
費
１
千
880

円
。

▼
９
月
16
日
f

〜
10
月
26
日
d

に
、
三
鷹
消
防
署
、
下
連
雀
出
張

所
、
大
沢
出
張
所
、
牟
礼
出
張
所

へ
所
定
の
受
講
申
請
書
（
写
真
貼

付
）
を
提
出
し
、
申
し
込
む
。

e

三
鷹
消
防
署
予
防
課
査
察

指
導
係
1
47
―
０
１
１
９
内
線

５
２
１

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
使
用

建
築
物
の
改
修
・
解
体
時
は

届
け
出
を

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
材
料
を
使
用

す
る
建
築
物
な
ど
を
改
修
・
解
体

す
る
場
合
、
大
気
汚
染
防
止
法
や

東
京
都
環
境
確
保
条
例
に
基
づ
く

粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
措
置
と
届
け

出
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
耐
熱
性
、
耐

薬
品
性
、
絶
縁
性
な
ど
の
諸
特
性

に
優
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
特
に
建
築
資
材
と
し
て
非
常

に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
む
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
て

い
る
疾
病
は
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、

悪
性
中
皮
腫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
材
料
を
使
用

す
る
建
築
物
な
ど
を
改
修
・
解
体

す
る
場
合
、
大
気
汚
染
防
止
法
や

東
京
都
環
境
確
保
条
例
に
基
づ
く

粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
措
置
と
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
震

災
時
な
ど
の
緊
急
時
に
は
ア
ス
ベ

ス
ト
を
吸
い
込
む
危
険
性
が
非
常

に
高
く
な
り
ま
す
。
平
素
か
ら
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
や
含
有
し
な
い

建
材
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２

３
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
を
取

り
扱
う
作
業
に
従
事
し
て
い

た
方
は
健
康
診
断
の
受
診
を

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

が
多
発
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ア

ス
ベ
ス
ト
関
係
作
業
に
従
事
し
て

い
た
方
は
、
最
寄
り
の
医
療
機
関

に
相
談
の
う
え
健
康
診
断
を
受
診

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
で
一
定
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
都
道
府
県

労
働
局
に
申
請
す
れ
ば
、
無
料
で

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
石
綿
肺
、

肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
を
発
症
し

た
場
合
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
補

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
都
労
働
局
労
働
衛

生
課
1
03
―
３
８
１
４
―
５
３
１

７
・

http://www.roudou
kyoku.go.jp/

へ
。

HP

JR
中
央
線
は
９
月
24
日
g
午
後

10
時
50
分
ご
ろ
〜
25
日
a
午
前
７

時
ご
ろ
、
連
続
立
体
交
差
事
業
に

伴
う
切
り
換
え
工
事
の
た
め
、
国

分
寺
駅
〜
立
川
駅
間
を

運
休
し
ま
す
。
切
換
工

事
に
際
し
、
こ
の
区
間

で
迂
回
ル
ー
ト
の
臨
時

電
車
増
発
、
ほ
か
の
輸

送
機
関
へ
の
振
替
乗

車
、
バ
ス
代
行
輸
送
を

行
い
ま
す
が
、
大
変
な

混
雑
や
相
当
な
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
時
間
帯
の
ご
利
用
は
避

け
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。ま
た
、

ほ
か
の
交
通
機
関
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

e

JR
東
日
本
東
京
工

事
事
務
所
中
央
課
1
03
―

３
３
７
９
―
４
３
８

４
・
中
央
線
高
架
化
工

事
専
用
窓
口
（
９
月
19

日
-
〜
25
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
1
０
４
２

―
５
２
８
―
０
０
７
０

■
三
鷹
俳
句
会
８
月
の
秀
句

【
選
者
】
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

三
代
の
笑
顔
が
そ
ろ
い
西
瓜
切
る

伊
藤
紫
春

遠
き
日
の
吾
の
ゐ
る
ら
し
赤
の
ま

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
絢
子

大
西
瓜
阿
で
割
り
（
う
ん
）で

喰
う
夫
婦
　
　
　
　
　
　
南
み
ち

杉
箸
の
削
ぎ
口
匂
ふ
新
豆
腐

大
和
谷
慈
子

か
な
か
な
や
切
株
無
垢
を
全
う
し

山
田
み
ち
を

送
り
火
に
逆
縁
い
く
つ
百
の
父

根
岸
敏
三

絵
手
紙
に
納
ま
り
き
れ
ぬ
大
西
瓜

岡
田
幸
子

大
西
瓜
地
球
は
未
だ
青
き
と
か

田
中
淑
子

交
番
に
西
瓜
提
げ
て
る
尋
ね
人

小
泉
秀
夫

風
呂
敷
の
結
び
目
小
さ
く
西
瓜
抱

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
操

晩
学
に
遠
き
師
の
影
草
田
男
忌

田
山
光
起

砂
浜
に
た
ち
ま
ち
土
俵
日
焼
の
子

三
矢
恵
啓

忙
し
さ
を
楽
し
む
里
や
大
西
瓜

槙
田
隆
司

夏
の
蝶
世
間
話
の
と
ぎ
れ
け
り

佐
野
み
さ
を

店
先
き
の
西
瓜
叩
い
て
迷
ゐ
け
り

土
井
雅
子

昨
日
と
は
異
な
る
風
音
今
朝
の
秋

牧
文
子

盆
の
僧
侶
黄
泉
を
見
た
よ
に
語
り

を
り
　
　
　
　
　
　
浅
沼
仁
美
子

ち
ら
ち
ら
と
小
さ
き
煙
草
火
瓜
番

屋
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木
き
よ

◇
９
月
の
例
会
は
、
11
日
a

午

後
１
時
か
ら
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
兼
題
は
「
選

挙
」、
出
句
は
３
句
。
資
料
代
１

千
円
。
く
わ
し
く
は
大
和
谷
宅

1
46
―
９
８
２
０
へ
。

国
分
寺
〜
立
川
駅
間

JR
中
央
線

が
運
休
し
ま
す


